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小原 :法隆寺五重塔心柱の円盤の履歴
付 記
奈良国立文化財研究所は前記の法隆寺五重塔心柱円盤の年輪を調べて､平成13年2月にこの木の伐採
された年代は594年であることが確認されたと発表した｡新しく開発された年輪年代学の応用による研究
の成果であるCこの円盤の保管が再度役立ったことを喜びたい.ところでこの新説によれば､長年にわ
たる論争の後に､ほぼ定説になっていた法隆寺再建説の年代との間に､大きな開きがあることになる｡
そのためこの発表年代に疑問を持つ意見もあるようである｡私は残念ながら年輪年代学の知識がない｡
また長年にわたって地味な研究を続けて来られたこのたびの研究成果に深い敬意を払うものであるから､
この説を批判する資格もないし意図もない｡しかしかつて円盤を調べた者として､気のついた若干の疑
問の点があるので､それを記しておきたい｡今後の研究の参考になれば幸いだと思うからである｡
a,円盤には樹心を通って十文字の飽削りの跡があるがあれは私が年輪測定のために削った跡である｡私
の記憶では年輪は正常な同心円状ではなく､重年輪らしい部分を含んで､やや複雑な文様を描いていた
ように思う｡奈良文化財研究所の調査は､私の削ったところを使われたようだが､必要だったら片面の
全部を締憲に削って､測定部位を増やし､生長の軌跡を確認されたほうがよかったのではないかと思う｡
e卜今回の研究の最大の成果は､X線を使用して心材と辺材との境界が判明できたことにあったようであ
る｡伐採年の594年はその辺材部分に､既往の古材の辺材平均値を加えて算出したとのことである｡前述
したように､この木は若い時に病気をしたらしい痕跡のある異常な経歴を持っている｡そういう木に､
平均値を適用して差支えないかどうかに疑問を持っている｡
雀,最外層の年輪のすぐ外側が樹皮であると想定して伐採年を算出されたようであるが､それはやや危険
ではないだろうかと思う｡その論拠は以下のようである｡私は平成8午 (1996)に東大寺再建のために､
重源上人が用材を伐り出した山口県の徳地町を訪ねた｡そこで驚いたのは想像をはるかに越えた用材搬
出の困難さであった｡東大寺用材の運材は鎌倉時代であったが､法隆寺はそれよりはるかに昔で､伐採
の刃物も搬送の道具も東大寺の場合より一般と劣悪だったのであろう｡それを考慮に入れると､丸太の
外側にはかなりの傷がついて､何程かの辺材を削り取る必要があったのではないかと想像する｡この部
分の辺材の年輪幅は1m 以下だから､少し削っても相当な年数になる｡伐採年は確定よりも推定という
表現のほうが妥当なように思われる｡
以上が私の疑問点であるが､先にも述べたように､私は年輪年代学の詳しい知識がないので､この付
記は的外れの疑問かも知れないことをお断りしておきたい｡
-243-
